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マネジメント活動の流れ

１　全社目標等前提事項の確認

２　職場内の問題・課題の共有化

３　職場内目標・方針案づくり

４　なすべき事の明確化

５　職場内目標・方針調整決定

１　組織内目標・方針の意味・動機づけ
（目標の共働化） １　職場内目標・方針の確認

２　個人の目標に向けての働きかけ ２　自己目標の明示

　（目標の共働化） ３　上司からの期待を確認

①職場内目標・方針の確認 　　受け入れ

②部下の自主目標の受け入れ ４　話し合いと合意作り

③上司の期待の確認・提示 ５　個人目標の手直し

④話し合いと合意づくり

⑤個人目標設定と取りまとめ

１　予測による進行管理
（計画数値の進捗状況から判断します)

・到達計画の立案したり・内容充実
などのことです

２　支援基準による進行感知
（トラブルが生じた時とか､月例時とか)

１　自己努力します
２　上司の指導・支援要請のタイミ
　　ングも予め決めておくと便利
　　です｡

１　自己評価をします

２　上司からの評価を受け入れます

１　ノウハウの共有化 ３　到達度合いの話し合いと合意作り

２　次の反映研究 ４　取りまとめと次年度へ備えます

３　次の計画見直し

４　実行・情報・資金支援

１　部下の自己評価の受け入れ

２　上司評価のフィードバック

３　話し合いと合意づくり

①　差異の生じた原因究明

②　評価の調整・決定

③　ノウハウの集大成・蓄積

④　次期目標への反映

４　取りまとめ

本人と上司、本人と会社の関係性をもとにマネジ
メントは進められます｡

　　　目標到達システムのモデルフロ－図
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　会社全体の経営目標案が提示されました｡これを実行し目標に到達するのは社長だ
けの仕事でありません｡新入社員に始まり全ての社員が、その果たすべき目標に到達
してこそ全社の目標到達に繋がっていることを常に自覚しなければなりません｡
　上司は､自己の目標設定の大きな部分を部下の目標到達のために支援となります｡
この図は､部下と上司の関係性を表しています｡

　部門長は､部門目標達成のために､
部門として行わなければならないこ
とを､部員に浸透するようミーティ
ング等を通じて行います。

部門長は､部下が目標設定し易く
なるように必要な情報提供と支援
を行います｡

個人目標
の設定に
手順です｡

あくまでも部下への支援が
中心です｡
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